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金城大学短期大学部は、1976（昭和51）年に幼児教育科及び美術科の2学
科で開学し、現在では、幼児教育学科、美術学科、ビジネス実務学科及び留学
生別科を設置しています。専門分野の異なる学科から構成されていますが、
全体として調和のとれた明るく活気のある短期大学です。
手づくりによるきめ細かい教育を実践し、専門的な知識・技能の学修やさ
まざまな資格の取得支援に加え、学外活動等を通じた視野の広い柔軟な思
考力や、職業的・社会的な自立に向けた汎用的な力の育成にも努めていま
す。幼児教育学科の「KINJO特化」、美術学科の「公開オーディション」、ビジ
ネス実務学科の「カフェテリア履修」など、それぞれの学科には特徴的な学
習プログラムを用意し、また教員や学生の学科間交流も盛んに行っていま
す。2022（令和4）年からは文部科学大臣認定「職業実践力育成プログラム
（BP）」として「保護者支援力養成コース」を開始し、2023（令和5）年には
ビジネス実務学科にデジタルコミュニケーションコースを設置しました。
最近では地域の行政や産業界だけでなく、他大学や高等学校との連携にも
力を入れ、幅広い地域連携活動を展開しつつあります。これまで積み上げて
きた歴史と伝統を重んじ、地域に密着した短期大学として、今後よりいっそ
う地域社会の多様なニーズに対応できる教育研究活動を推進していきます。

手づくりの温かさをもった教育
金城から地球を歩こう

設立の理念

金城大学短期大学部

目的及び使命
教育基本法及び学校教育法に則り、建学の精神を
基本理念として、専門的な知識技能を修得させ、円
満な人格と豊かな情操を養い、もって社会に貢献
できる心身ともに健全なる人物を養成し、併せて
有能な職業人としての資質を養うことを目的とす
る。（金城大学短期大学部学則第１条）

K i n j o  C o l l e g e K i n j o  C o l l e g e

学長  加藤　博

沿革

1976（昭和51）年 金城短期大学（幼児教育科・美術科）を開学
1984（昭和59）年 秘書科を設置
 台湾・国立台湾芸術大学と姉妹校協定を締結
1986（昭和61）年 米国・ミズーリ州のコロンビア大学と姉妹校協定を締結
1988（昭和63）年 米国・オハイオ州のハイデルベルグ大学と姉妹校協定を締結
1989（平成元）年 台湾の私立遠東工業専科学校と姉妹校協定を締結
1991（平成 3）年 幼児教育科を幼児教育学科に、美術科を美術学科に、
 秘書科を秘書学科にそれぞれ名称変更
1995（平成 7）年 幼児教育学科と秘書学科を男女共学とし、全学科共学とする。
1998（平成10）年 幼児教育学科専攻科福祉専攻を設置
1999（平成11）年 中国の蘇州市職業大学と姉妹校協定を締結
2000（平成12）年 金城大学短期大学部に名称変更
2001（平成13）年 秘書学科をビジネス実務学科に名称変更
2004（平成16）年 留学生別科を設置
 中国の無錫科技職業学院と学術交流協定を締結
2015（平成27）年 嘉悦大学と大学間連携協定を締結
2016（平成28）年 幼児教育学科専攻科福祉専攻を廃止
2018（平成30）年 金沢工業大学及び国際高等専門学校と教育・研究協力協定を締結
 金沢市近郊私立大学等の特色化推進プラットフォーム形成に関する連携協定を締結
 石川県と防災分野における連携に関する協定を締結
2020（令和２）年 中国の上海健康医学院と教育学術交流協定を締結
　　　　　　　  　第一生命保険と包括連携協定を締結
2021（令和３）年 イオンモール白山と産学連携協力に関する協定を締結



11

Y u g a k k a n  H i g h  S c h o o lK i n j o  C o l l e g e

学生数

学科等 入学定員

150
65
135
350
20
370

幼児教育学科
美術学科

ビジネス実務学科
小計

留学生別科
合計

収容定員

300
130
270
700
20
720

学生数

169
142
195
506
0
506

留学生数
(内数)

0
0
0
0
0
0

学年別学生数

75
70
92
237
0
237

1年次 2年次
94
72
103
269
0
269

男/女
（％）

5/95
20/80
9/91
11/89
0/0
11/89

2023（令和5）年5月1日現在

令和4年度卒業生の進路
卒業者数累計（令和4年度を含む。）16,097人

・　大学との連携による子育て支援事業として、KINJOおやこひろば「たんばりん」をスタートさせ、2022年度
は27回開催し、のべ183組の親子が訪れ交流を楽しみました。

・　「国際海洋ゴミシンポジウムin隠岐」に、ビジネス実務学科の学生4人が参加し、1年間のゼミ活動をテーマ
に、英語で事例発表を行いました。

・　「第46回 卒業制作展」を金沢21世紀美術館で開催し、89人の学生の作品を展観して過去最高となる6,996
人の来場者数を記録しました。

・　文部科学省「職業実践力育成プログラム（BP）」認定プログラムである「保護者支援力養成コース」がスター
トし、保育・教育現場の保育者7人が受講し全員修了しました。

2022（令和4）年度～2023（令和5）年5月Topics

その他
18人

デザイン・
制作の専門職

15人

一般企業での
一般職28人

進学
15人

美術学科
76人

幼児教育
学科
91人

児童福祉
施設等7人

一般企業等5人
進学1人 その他4人

私立こども園・保育所
69人

公立保育所・
こども園、公務員
（学校事務）5人

ビジネス
実務学科
100人

一般事務・
受付14人

医療事務・
医療秘書等
26人

接客・
サービス
17人

製造ほか
18人

販売・営業
19人

2023（令和5）年5月1日現在

その他6人

本校では、常に次の時代を念頭に置きながら、生徒の個性を伸ばしつつ
可能性を引き出す教育の展開に努めるとともに、生徒の夢を実現するた
め教職員がきめ細かくサポートしています。具体的には、生徒一人ひとり
が進路に合わせて選択できる3つのコース制、平日は19時まで学習室を開
放しての学習指導体制、そして土曜日には各自の個性・適性に応じて60を
超える講座から自らが選択受講できる遊学講座を行っています。
学校の雰囲気は、全国レベルで活躍する部活動を通して明るく活気が
あり、生徒同士の仲が良いという特徴があります。また、近年は姉妹校提携を
行っているフランス（ナンシー）の学校との交流等を通じて国際化教育の
推進をめざす一方、空調完備の体育館での教育活動など、教育環境面での
充実も図っています。

教育目標

遊学館高等学校

文武に励み、自らの品格を高めるとともに他者の人格を重んずる心を養い、遊学の精神を持って
未来を切り拓く人間の育成をめざす。

校長 嶋田　司

沿革

1904（明治37）年 金沢市に金城遊学館を創設
1905（明治38）年 金城女学校として認可される。
1909（明治41）年 現在地に校舎を建設し移転する。
1924（大正13）年 修業年限５か年の金城高等女学校となる。
1951（昭和26）年 学校法人金城高等学校に名称変更（組織変更）
1996（平成８）年 金城高等学校を男女共学とし、遊学館高等学校に名称変更
2008（平成20）年 普通科開設のコースを、特別進学、一般進学及び金城大学の３コースに変更
2016（平成28）年 フランス（ナンシー）ノートルダム・サン＝シジスベール校と姉妹校の提携


